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1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 34,598 2.6 802 △24.0 782 △36.6 334 △49.6
25年3月期第1四半期 33,716 18.6 1,056 ― 1,234 ― 663 ―

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 1,122百万円 （810.6％） 25年3月期第1四半期 123百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 4.12 ―
25年3月期第1四半期 8.17 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第1四半期 182,471 101,199 54.6 1,226.68
25年3月期 186,431 100,633 53.1 1,219.40
（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  99,643百万円 25年3月期  99,052百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 3.50 ― 6.50 10.00
26年3月期 ―
26年3月期（予想） 5.00 ― 5.00 10.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 68,400 △1.9 1,800 △30.2 1,100 △56.9 300 △75.9 3.69
通期 135,900 △0.2 4,300 2.9 3,200 △12.7 1,300 △20.0 16.00



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、［添付資料］４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業
績予想のご利用にあたっての注意事項等については、[添付資料]３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 84,476,500 株 25年3月期 84,476,500 株
② 期末自己株式数 26年3月期1Q 3,246,422 株 25年3月期 3,246,167 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 81,230,164 株 25年3月期1Q 81,231,668 株
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（１）経営成績に関する説明 

  

  当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融政策や財政政策の効果もあって国内需要が底堅さを増し、 

 緩やかに景気回復し、着実に持ち直しております。一方で海外経済の停滞が、引き続き我が国の景気を下押しするリ 

 スクとなっております。 

  航空業界におきましては、羽田空港国内線の航空旅客数は、年間２万回の発着枠拡大による増便等もあり対前年同 

 期比で増加となりました。国際線の航空旅客数は、円高の緩和等の影響もあり、訪日外国人が前年同期比で増加とな 

 ったものの、日本人旅客数が減少したため、全体として前年を下回りました。また、航空自由化（オープンスカイ） 

 やＬＣＣ（ロー・コスト・キャリア）の路線拡大等による競争の激化、民間の能力を活用した国管理空港等の運営等 

 に関する法律の公布に伴う空港経営改革の動きなど、航空業界はより一層競争力強化に向けた取組みが求められてお 

 ります。 

  このような状況の中、当社グループは航空業界の一員として環境の変化に対応するため、さらなる羽田国際化への 

 対応、新しい空港運営の未来の構築、事業収益性の改善を重点課題とする新たな中期経営計画（平成25～27年度）を 

 策定いたしました。 

  平成26年３月の羽田国際線増枠に先駆け、本年４月に、これまで増設を進めておりました国内線第２旅客ターミナ 

 ルビルの３スポットを供用開始し、利便性・機能性・快適性の向上に努めました。また、現在進められている国際線 

 旅客ターミナルビルの拡張と共に、当社が運営を行う付帯ホテルの新設工事を本年５月に着工いたしました。 

  さらに、羽田空港の新しい空港運営の未来に向けた具体的施策として、プライベートブランドや新業態の開発を推 

 進し、新たな価値創出・価値向上に積極的に取り組むことにより顧客の利用促進を図り、当社グループの収益性の改 

 善に取り組んでおります。 

  

  以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、営業収益は ３４５億９千８百万円（前年同期比  

 ２.６％増）となりましたが、国内線第２旅客ターミナルビルの３スポット供用開始に伴う減価償却費及び一過性の費

 用の発生等により、営業利益は ８億２百万円（前年同期比 ２４％減）、経常利益は ７億８千２百万円（前年同期比 

 ３６.６％減）、四半期純利益は、３億３千４百万円（前年同期比 ４９.６％減）となりました。 

  

  セグメント別の業績は次のとおりであります。なお、営業利益（損失）はセグメント利益（損失）に該当します。 

  

 （施設管理運営業） 

  

  家賃収入につきましては、羽田空港国内線旅客ターミナルビルにおける航空会社用事務室で、事務室返却の抑制 

 を図るための定期借家契約の締結と一部家賃の見直しを実施したこと等が影響し、前年同期を下回りました。 

  施設利用料収入につきましては、航空旅客数の増加及び国内線第２旅客ターミナルビルの３スポット供用開始に 

 伴う国内線施設利用料収入の増加により、前年同期を上回りました。 

  その他の収入につきましては、航空旅客数の増加に伴う駐車場収入やエアポートラウンジ収入等の増加があった 

 ものの、請負工事収入等の減少により、前年同期をわずかに下回りました。 

  その結果、施設管理運営業の営業収益は １１０億１千３百万円（前年同期比 ０.３％減）、営業利益は、国内線 

 第２旅客ターミナルビルの３スポット供用開始による修繕費の増加等により、５億７千９百万円（前年同期比  

 ４１.９％減）となりました。 

  

 （物 品 販 売 業） 

  

  国内線売店売上につきましては、国内線第１旅客ターミナルビル出発ゲートラウンジ内における新規直営店舗展開 

 の旅客への浸透効果と、プライベートブランド商品の拡充や販売促進を図ったことにより、前年同期をわずかに上回 

 りました。 

  国際線売店売上につきましては、国際線旅客数の増加に加え、円安に伴うブランド品の売上が増加するとともに、 

 成田空港や関西空港における新規直営店舗展開等も奏功して、前年同期を上回りました。 

  その他の売上につきましては、成田空港及び関西空港での契約変更による卸売上の減少がありましたが、羽田空港 

 国際線旅客ターミナルビル店舗や他空港への卸売が増加したこと等により、前年同期を上回りました。 

  その結果、物品販売業の営業収益は ２０４億９千８百万円（前年同期比 ３.４％増）、営業利益は、原価低減交渉

 やプライベートブランド商品の拡充による商品原価の低減があり、１３億９百万円（前年同期比 ７.６％増）となり 

 ました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報



  

 （飲 食 業） 

  

  飲食店舗売上につきましては、航空旅客数の増加に加え、国内線第２旅客ターミナルビルの３スポット供用開始に 

 伴う新規直営店舗展開や顧客獲得のための積極的な営業活動等により、前年同期を上回りました。 

  機内食売上につきましては、顧客である外国航空会社の旅客数が増加したこと等により、前年同期を上回りまし 

 た。 

  その他の売上につきましては、国際線旅客ターミナルビルにおける航空会社ラウンジの運営業務受託の増加等によ 

 り、前年同期を上回りました。 

  その結果、飲食業の営業収益は ４２億３千２百万円（前年同期比 ６.７％増）、営業損益は、人件費や物件費の 

 各種コスト削減効果もあり、１千１百万円の利益（前年同期は ８千９百万円の損失）となりました。 

  

  

（２）財政状態に関する説明 

  (資産）  

  当第１四半期連結会計期間末における流動資産は ２９８億４千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ２７億 

 ４千２百万円減少いたしました。これは主に前払費用が ２５億６千４百万円増加したものの、現金及び預金が 

 ６１億２千７百万円減少したこと等によるものであります。固定資産は １,５２６億２千９百万円となり、前連結会 

 計年度末に比べ １２億１千７百万円減少いたしました。これは主に投資有価証券が ６億７千８百万円増加したもの 

 の、減価償却に伴い有形固定資産が １７億６千１百万円減少したこと等によるものであります。 

  この結果、総資産は １,８２４億７千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ ３９億６千万円減少いたしまし 

 た。 

  

 （負債）  

  当第１四半期連結会計期間末における流動負債は ２８１億６千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ １９億 

 ７百万円減少いたしました。これは主に未払法人税等が １３億７千７百万円減少したこと等によるものであります。

 固定負債は ５３１億９百万円となり、前連結会計年度末に比べ ２６億１千８百万円減少いたしました。これは主に 

 長期借入金が ２１億１千４百万円減少したこと等によるものであります。  

  この結果、負債合計は ８１２億７千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ ４５億２千６百万円減少いたしま 

 した。 

  

 （純資産） 

  当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は １,０１１億９千９百万円となり、前連結会計年度末に比べ 

 ５億６千６百万円増加いたしました。これは主に繰延ヘッジ損益が ５億７千１百万円増加したこと等によるものであ

 ります。 

  この結果、自己資本比率は ５４.６％（前連結会計年度末は ５３.１％）となりました。      

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  

  当第１四半期連結累計期間においては、成田空港や羽田空港国際線を中心に免税事業の売上が好調に推移し、当社 

 グループの営業収益、営業利益、経常利益及び四半期純利益は、いずれも予想を上回りました。 

  足元の航空旅客数は、概ね予想どおりの水準で推移し、関西空港においては予想を大きく上回りましたが、海外経 

 済の停滞が引き続き我が国の景気を下押しするリスクとなっており、先行き不透明な状況が続いております。 

  従いまして、平成25年５月８日に公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきまし 

 て、現時点では、変更はございません。 

  



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 16,167 10,039

売掛金 9,528 10,139

商品及び製品 4,158 4,183

原材料及び貯蔵品 134 105

繰延税金資産 1,068 1,069

その他 1,539 4,315

貸倒引当金 △12 △12

流動資産合計 32,584 29,841

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 265,219 269,757

減価償却累計額及び減損損失累計額 △165,240 △167,638

建物及び構築物（純額） 99,978 102,119

機械装置及び運搬具 10,231 10,253

減価償却累計額及び減損損失累計額 △8,237 △8,320

機械装置及び運搬具（純額） 1,994 1,933

土地 10,476 10,476

リース資産 2,552 2,905

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,018 △1,138

リース資産（純額） 1,534 1,767

建設仮勘定 4,436 1

その他 24,479 25,187

減価償却累計額及び減損損失累計額 △20,137 △20,485

その他（純額） 4,341 4,702

有形固定資産合計 122,761 121,000

無形固定資産 2,214 2,194

投資その他の資産   

投資有価証券 13,102 13,781

長期貸付金 6,668 6,668

繰延税金資産 6,673 6,560

その他 2,425 2,424

投資その他の資産合計 28,870 29,434

固定資産合計 153,846 152,629

資産合計 186,431 182,471



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 5,062 4,960

短期借入金 12,104 12,472

未払法人税等 1,831 453

賞与引当金 896 407

役員賞与引当金 152 41

その他 10,022 9,825

流動負債合計 30,069 28,161

固定負債   

長期借入金 44,702 42,588

退職給付引当金 4,770 4,417

資産除去債務 443 444

その他 5,813 5,659

固定負債合計 55,728 53,109

負債合計 85,798 81,271

純資産の部   

株主資本   

資本金 17,489 17,489

資本剰余金 21,309 21,309

利益剰余金 64,874 64,681

自己株式 △3,239 △3,239

株主資本合計 100,434 100,240

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,670 1,868

繰延ヘッジ損益 △3,073 △2,501

為替換算調整勘定 20 35

その他の包括利益累計額合計 △1,382 △597

少数株主持分 1,581 1,555

純資産合計 100,633 101,199

負債純資産合計 186,431 182,471



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

営業収益   

家賃収入 3,446 3,313

施設利用料収入 3,782 3,934

その他の収入 3,514 3,450

商品売上高 19,622 20,328

飲食売上高 3,350 3,571

営業収益合計 33,716 34,598

売上原価   

商品売上原価 14,580 15,063

飲食売上原価 2,077 2,204

売上原価合計 16,658 17,267

営業総利益 17,058 17,330

販売費及び一般管理費   

従業員給料 1,849 1,832

賞与引当金繰入額 367 383

役員賞与引当金繰入額 － 39

退職給付費用 215 231

賃借料 2,177 2,194

業務委託費 3,420 3,294

減価償却費 3,144 3,123

その他の経費 4,825 5,428

販売費及び一般管理費合計 16,002 16,528

営業利益 1,056 802

営業外収益   

受取利息 74 82

受取配当金 76 160

雑収入 509 199

営業外収益合計 660 442

営業外費用   

支払利息 246 224

持分法による投資損失 198 215

雑支出 37 21

営業外費用合計 482 461

経常利益 1,234 782

特別損失   

その他の投資評価損 － 1

特別損失合計 － 1

税金等調整前四半期純利益 1,234 781

法人税等 574 445

少数株主損益調整前四半期純利益 659 335

少数株主利益又は少数株主損失（△） △4 0

四半期純利益 663 334



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 659 335

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △37 200

為替換算調整勘定 10 15

持分法適用会社に対する持分相当額 △509 571

その他の包括利益合計 △536 786

四半期包括利益 123 1,122

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 127 1,119

少数株主に係る四半期包括利益 △4 2



 該当事項はありません   

  

 該当事項はありません。 

  

 セグメント情報   

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

                                            （単位：百万円）

   （注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額には、各報告セグメントに配分していない親会社本社の総務 

       部門等管理部門に係る費用1,065百万円が含まれております。  

       ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
  
     ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  
  
       該当事項はありません。 
  
  Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）  

    １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  
  

                                         （単位：百万円）

   （注）１．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない親会社本社の総務部門等管理部門 

              に係る費用1,098百万円が含まれております。  

       ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
  
     ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  
  
       該当事項はありません。 

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  

  

報告セグメント    

 調整額 
（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注２） 

施設管理 
運営業  

 物品販売業   飲食業    計 

売上高             

 外部顧客への売上高  10,515  19,657  3,544  33,716  －  33,716

 セグメント間の内部売上高 

 又は振替高 
 528  166  421  1,116  (1,116)  －

計  11,043  19,824  3,965  34,832  (1,116)  33,716

セグメント利益又は損失（△）  996  1,217  △89  2,124  (1,068)  1,056

  

  

報告セグメント    

 調整額 
（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注２） 

施設管理 
運営業  

 物品販売業   飲食業    計 

売上高             

 外部顧客への売上高  10,516  20,337  3,744  34,598  －  34,598

 セグメント間の内部売上高 

 又は振替高 
 496  160  487  1,144  (1,144)  －

計  11,013  20,498  4,232  35,743  (1,144)  34,598

セグメント利益  579  1,309  11  1,900  (1,097)  802
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